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航
空
路
開
設
に
向
け
て
の
村
内
合
意 

 

村
民
の
皆
様
へ 

  

師
走
に
入
り
忙
し
い
日
々
を
お
送
り
の
こ
と
と
思

い
ま
す
。 

 

さ
て
、
先
月
７
日
か
ら
17
日
ま
で
の
11
日
間
、

航
空
路
に
関
す
る
説
明
会
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

18
回
の
説
明
会
、
４
回
の
質
問
受
付
に
３
５
９
名
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
説
明
会
の
中
で
は
、
主
に
、 

①
「返
還
以
来
の
悲
願
」で
あ
る
航
空
路
開
設
の
た
め

に
は
、
「住
民
参
画
」（「パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
」、
略
称
「Ｐ
Ｉ
」）の
手
続
き
が
必
要
で
あ

り
、
現
在
は
「住
民
参
画
（Ｐ
Ｉ
）」に
入
る
直
前
で

あ
る
こ
と 

②
本
土
か
ら
１
０
０
０
㎞
離
れ
た
洋
上
に
あ
る
小
笠

原
に
航
空
路
線
を
開
設
す
る
た
め
に
は
、
村
が
独

自
に
調
査
し
た
結
果
で
は
、
自
然
環
境
の
改
変
が

最
も
少
な
く
、
実
現
性
の
あ
る
方
法
と
し
て
、
父

島
洲
崎
地
区
に
１
２
０
０
ｍ
以
上
の
滑
走
路
で
あ

れ
ば
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と 

に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

具
体
的
な
地
名
等
を
出
し
た
結
果
「一
日
も
早
く
」

と
い
う
お
声
を
い
た
だ
い
た
一
方
、
滑
走
路
の
位
置

や
航
空
機
材
、
便
数
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
質
問
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
説
明
会
で
は
、
「す
べ
て
『住

民
参
画
（Ｐ
Ｉ
）』の
中
で
情
報
が
開
示
さ
れ
、皆
様
か

ら
の
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」
と
い

う
主
旨
で
お
答
え
し
ま
し
た
が
、「早
く
候
補
地
を
決

定
し
て
欲
し
い
。
」、
「具
体
的
な
こ
と
が
分
か
ら
な

け
れ
ば
判
断
で
き
な
い
。
」な
ど
の
ご
意
見
も
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

空
港
の
事
業
主
体
は
東
京
都
で
す
が
、「住
民
参
画

（Ｐ
Ｉ
）」と
い
う
新
た
な
制
度
の
実
施
は
小
笠
原
村

と
東
京
都
が
共
同
で
行
い
ま
す
。こ
の
制
度
の
中
で
、

候
補
地
な
ど
の
情
報
を
開
示
し
て
意
見
を
い
た
だ
き
、

具
体
的
な
こ
と
が
決
定
し
て
い
き
ま
す
。今
は
ま
だ
、

「住
民
参
画
（Ｐ
Ｉ
）」を
行
う
た
め
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
て
い
る
状
況
で
す
。 

 

今
回
の
説
明
会
を
通
し
て
、
村
に
と
っ
て
民
生
安

定
の
た
め
に
は
本
土
と
の
毎
日
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が

必
要
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
自
然
環
境
と
の
調
和

に
十
分
配
慮
し
た
航
空
路
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
を

訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
、
国
や
東
京
都
か
ら
は
、
村
民
の
多
く
が
航
空

路
の
開
設
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
問
わ

れ
て
い
ま
す
。 

村
で
は
12
月
中
に
配
布
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
通

し
て
皆
様
の
声
を
集
約
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
多
く
の
声
を
改
め
て
東
京
都
に
届
け
る
こ
と

で
、よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ど
う
か
多
く
の
『
航
空
路
開
設
が
必
要
。』
と
い
う

声
が
届
く
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

小
笠
原
村
長 

 

森 

下 

一 

男  

              

  

     

な
お
、
航
空
路
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
質
問
は
、

総
務
課
企
画
政
策
室
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

     

ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
の
取
り
扱
い 

  

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
危
険
物
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
は
、
消
防
法
お
よ
び
火
災
予
防
条
例
に
よ
っ

て
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

指
定
数
量
（
ガ
ソ
リ
ン
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
〔
ド
ラ

ム
缶
１
本
分
〕、
軽
油
１
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
）
以
上
の

危
険
物
は
、
都
道
府
県
の
許
可
を
受
け
た
製
造
所
、

貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱
所
以
外
で
取
り
扱
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
１
年
以

下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
指
定
数
量
未
満
の
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
も
、
火
災
予
防
条
例
の
規
制
を
受

け
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

今
後
、
村
で
は
、
危
険
物
取
り
扱
い
の
違
反
に
対

し
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
絶

対
に
法
令
違
反
を
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

【
主
な
危
険
物
の
指
定
数
量
】 

       

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

11/28現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

10月気象状況    （父島）

最高気温   30.5℃ 

最低気温   220℃ 

平均気温   26.4℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量  104.5mm

住民基本台帳登録者数（11/1）  

             2,410人 

             父島      母島    

  人口      1,955人   455人 

  世帯      1,042     242 

短期滞在者     29人      5人 

ＮＯ．５３３ 

平成1９年(2007) 

12/１(土) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

ＰＩ協議会設置（ここからＰＩがスタート） 
・ステップ１ 構想段階（候補地の選定等） 

・ステップ２ 施設計画段階(具体的整備方法等） 

（各ステップにおいて、情報公開と意見聴取等が行われます） 

計画案決定 

村民アンケート（１２月中旬） 
（東京都から現在求められている村民合意です）

航
空
路 

 

説
明
会

技術検討 

環境影響調査
事業採択 

重

油 

軽
油
・
灯
油 

ガ
ソ
リ
ン 

品 
 

名 

 

２
０
０
０ 

 

１
０
０
０ 

 

２
０
０ 

指
定
数
量
（
㍑
） 
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証
明
書
様
式
の
変
更 

 

今
月
17
日
（月
）よ
り
、
村
民
課
住
民
係
・
母
島
支

所
庶
務
係
の
窓
口
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
更
新
す
る
こ
と

を
先
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。 

こ
れ
に
伴
い
、
変
更
す
る
証
明
書
様
式
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

【住
民
票
】 

○
用
紙
の
向
き
を
こ
れ
ま
で
の
Ａ
４
横
か
ら
Ａ
４

縦
に
変
更
し
ま
す
。
内
容
は
以
前
と
変
わ
り
ま

せ
ん
。 

○
ご
家
族
全
員
が
１
枚
に
収
ま
る
住
民
票
の
発
行

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。世
帯
全
員
を
ご

請
求
の
場
合
に
は
、
窓
口
で
ご
案
内
し
ま
す
。 

※
ご
家
族
の
人
数
が
多
い
場
合
は
、１
枚
に
収
ま
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

【居
住
証
明
書
】 

《
カ
ー
ド
式
》 

○
い
わ
ゆ
る
新
・
免
許
証
サ
イ
ズ
に
大
き
さ
を

変
更
し
ま
す
。
小
さ
く
な
り
ま
す
の
で
、
最

近
の
規
格
の
カ
ー
ド
入
や
財
布
に
入
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

○
有
効
期
間
は
、
従
来
通
り
２
年
間
で
す
。 

○
申
請
の
際
は
、
顔
写
真
（
30
㎜
×
25
㎜
）を
ご

用
意
く
だ
さ
い
。 

《
１
回
式
》 

○
今
回
よ
り
申
請
書
と
は
別
に
、
印
刷
し
た
証

明
書
を
発
行
し
ま
す
。 

○
申
請
書
に
ご
記
入
い
た
だ
く
必
要
事
項
は
、従

来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 
【戸
籍
の
「全
部
（個
人
）事
項
証
明
書
」】 

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
い
、
戸
籍
謄
本
を
「全
部

事
項
証
明
書
」に
、戸
籍
抄
本
を
「個
人
事
項
証
明

書
」に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。 

○
こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、内
容
が
文
章
で
書
か
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
Ａ
４
横
書
き
と
な
り
項
目
化

（箇
条
書
き
）し
た
見
や
す
い
証
明
書
に
変
更
し

ま
す
。 

 

 

【印
鑑
証
明
書
】 

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
証
明
書
の
レ
イ

ア
ウ
ト
を
変
更
し
ま
す
。 

 

◎
証
明
書
の
黒
い
公
印
と
改
ざ
ん
防
止
用
紙 

 

こ
れ
ま
で
、
認
証
印
は
朱
肉
で
手
押
し
で
し
た

が
、
今
回
よ
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
あ
ら
か
じ
め
黒

で
印
刷
し
ま
す
。 

ま
た
、
当
村
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
改
ざ
ん
防
止
用
紙

を
導
入
し
ま
す
。
表
面
に
メ
グ
ロ
と
ク
ジ
ラ
の
イ

ラ
ス
ト
が
入
り
、
ス
カ
シ
と
し
て
村
章
が
入
り
ま

す
。
こ
の
用
紙
は
、
コ
ピ
ー
を
す
る
と
複
写
の
文

字
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。 

 

◎
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
情
報
が
移
行
し
な
い
方
が
い
ま
す 

 

住
民
票
は
本
年
11
月
14
日
以
降
、
戸
籍
（附
票

も
含
む
）は
12
月
15
日
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
最
新
の

情
報
の
み
を
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
移
行
し
ま
す
。 

 

こ
れ
以
前
に
転
出
・
婚
姻
・
離
婚
・
死
亡
な
ど

に
よ
り
、
除
票
ま
た
は
除
籍
と
な
っ
て
い
る
方
は

移
行
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
移
行
し
た
方
に
つ
い
て

も
過
去
の
履
歴
に
つ
い
て
は
載
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
証
明
が
必
要
な
場
合
、
住
民
票
は

「除
票
」、
戸
籍
は
「平
成
改
製
原
戸
籍
」を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。
申
請
の
際
、
窓
口
で
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
け
れ
ば
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。 

 

◎
申
請
書
類
を
一
新
し
ま
す 

 

印
鑑
を
除
く
全
て
の
申
請
書
を
変
更
し
ま
す
。

新
し
い
申
請
書
の
書
き
方
に
つ
き
ま
し
て
も
遠

慮
無
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

 

※
な
お
、
手
数
料
は
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

    

 

ＩＰ告知端末未設置世帯等について 
 

ＩＰ告知端末整備事業は、平成１８年４月の

時点で小笠原村に住民票を置いている一般世

帯および住居兼用事業所を対象に、設置整備し

ました。 

平成１８年４月の時点で小笠原村に住民票

を置いており、かつ現時点でＩＰ告知端末未設

置の世帯については、優先的に１２月中に個別

に設置調査を行い、設置工事日等の調整させて

いただきます。 

なお、平成１８年４月以降、小笠原村に住民

票を移された方は、対象世帯が設置終了後、村

民だより等で改めてご案内をいたします。 

今年７月よりＩＰ告知端末を利用したインターネット接続試行サービスは、本サービスを提供できる環境が整いましたので、

１２月１６日（日）を もって試行サービスを終了し、本サービスに移行いたします。 

このため１２月１６日（日）以降は、『仮申し込み』および『本申し込み』をされていない方は、ＩＰ告知端末経由でのインタ

ーネット接続はできなくなります。 

仮申込書を提出いただいている方には、別途資料を送付いたします。仮申し込みをされていない方で１２月１６日（日）以降

も引き続き、ＩＰ告知端末によるインターネット接続サービスをご利用される方は、総務課にて申し込みをしてください。 

本サービス開始に先立ち、次の日程でインターネット接続サービスについての村民説明会を開催いたします。インターネッ

ト接続 サービスの利用をご希望の方は、ぜひご参加ください。 

※利用料については、平成２０年１月分より徴収を開始いたします。 

イイインンンタタターーーネネネッッットトト接接接続続続サササーーービビビススス村村村民民民説説説明明明会会会   
【父島】 

《日時》１２月６日（木）午後２時～ 

             午後７時～ 

 《場所》小笠原村情報センター 
 

【母島】 

《日時》１２月１１日（火）午後２時～ 

              午後７時～ 

《場所》母島支所２階会議室 

●問合せ先 総務課ＩＴ推進係   ２―３１１１ 

      小笠原村情報センター ２―３７８０ 

※午後１時～８時（木曜日定休）
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高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し 

 
今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る
プ
ロ 

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
次
の
と
お
り
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
政
府
と

し
て
も
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◎
70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担 

平
成
20
年
４
月
か
ら
２
割
負
担
に
見
直
さ
れ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
70
〜
74
歳
の
方
の
窓
口
負
担

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
１
割

に
据
え
置
か
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
す
で
に
３
割
負
担
を
さ
れ
て
い
る
方
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と
な
る
一
定
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。 

 

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
75
歳
以
上
の

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
保
険
料 

対
象
と
な
る
方
の
保
険
料
が
、
平
成
20
年
４
月
〜

９
月
ま
で
の
６
か
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平
成
20
年

10
月
〜
平
成
21
年
３
月
ま
で
の
６
か
月
間
は
、
頭

割
り
保
険
料
額
（被
保
険
者
均
等
割
）が
９
割
軽
減
さ

れ
た
額
と
な
り
ま
す
。 

こ
れ
は
、
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
の
方
に
つ
い
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
２
年
間
、

被
保
険
者
均
等
割
を
５
割
軽
減
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
加
え
て
行
う
も
の
で
す
。 

【
対
象
者
】 

75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65
〜
74
歳
の
一
定

の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
で
、
後
期
高
齢
者
の
医

療
の
被
保
険
者
に
な
る
日
の
前
日
（平
成
20
年
３

月
31
日
ま
た
は
75
歳
の
誕
生
日
の
前
日
）
に
お

い
て
被
用
者
保
険
（政
府
管
掌
健
康
保
険
や
企
業

の
健
康
保
険
公
務
員
の
共
済
組
合
等
の
こ
と
。
国

民
健
康
保
険
は
対
象
外
）の
被
扶
養
者
と
な
っ
て

い
る
方 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２
―
３
１
１
３ 

固
定
資
産
税
の
納
付
期
限 

 

平
成
19
年
度
固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
付
期
限

は
、
12
月
25
日
（火
）で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
口
座
か
ら
の
自
動
払
い
込
み
を
申
し
込
ま

れ
て
い
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３
期
分
は
平
成

20
年
１
月
４
日
（金
）に
引
き
落
と
し
が
実
施
さ
れ

ま
す
。 

引
き
落
と
し
日
と
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

 

年
末
年
始
の
南
島
入
島
可
能
期
間 

 

【
入
島
可
能
期
間
】 

12
月
29
日
（土
）〜
１
月
５
日
（土
） 

【
利
用
条
件
】 

○
観
光
客
等
を
案
内
す
る
場
合
は
、
ガ
イ
ド
の
同

伴
な
ど
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
を
遵
守
し
て

く
だ
さ
い
。 

○
村
民
利
用
の
場
合
は
ガ
イ
ド
の
同
伴
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
が
、
村
役
場
へ
の
入
島
手
続
き
の

ほ
か
、
適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
と
同
様
の
条
件

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 
 ●

問
合
せ
先 

産
業
観
光
課 

 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
公
園
係  ２

―
２
１
２
３ 

 

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
12
月
13
日
（木
）か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正 

  

村
営
バ
ス
は
、
平
成
12
年
よ
り
運
行
を
開
始
し
、

７
年
が
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
運
行
に

つ
い
て
皆
様
の
ご
利
用
状
況
や
効
率
的
な
運
行
方
法

を
検
討
し
、
今
月
13
日
（木
）よ
り
新
た
な
ダ
イ
ヤ
で

運
行
を
い
た
し
ま
す
。 

 

改
正
前
の
ダ
イ
ヤ
と
の
変
更
点
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

 

○
扇
浦
線
の
増
便 

･･･

学
校
の
下
校
時
間
帯
に
１
便
増
便 

 

○
循
環
線
（ブ
ル
ー
ラ
イ
ン･

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
）

の
一
部
運
行
廃
止 

･･･

乗
車
率
の
極
め
て
低
い
７
便
を
減
便 

 

 

○
休
日
運
休
便
の
変
更 

･･･

休
日
運
休
午
後
０
時
台
を
午
後
１
時
台

に
変
更 

 

新
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
路
線
や
運
賃
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
村
営
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
年
末
年
始
の
運
行 

  

村
営
バ
ス
は
、
12
月
29
日
（
土
）
〜
１
月
４
日

（金
）の
間
、
次
の
と
お
り
運
行
し
ま
す
。 

 

そ
の
他
の
日
は
、
通
常
ど
お
り
運
行
し
ま
す
。 

                 

※
12
月
30
日
（日
）〜
１
月
１
日
（火
）の
ダ
イ
ヤ
は

各
停
留
所
に
年
末
に
掲
示
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４  

資
源
ご
み
収
集
日
（父
島
） 

 

９
月
よ
り
資
源
ご
み
収
集
日
を
父
島
全
域
で
統
一

し
、
変
更
し
て
い
ま
す
が
、
時
折
間
違
っ
て
出
さ
れ

て
い
る
方
が
い
ま
す
。
回
収
日
が
分
か
ら
な
い
、
分

別
表
が
な
い
と
い
う
方
は
、
村
役
場
建
設
水
道
課
の

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

粗
大
ご
み
は
、
月
１
回
第
２
水
曜
日
が
回
収
日
で

す
。 ま

た
、
粗
大
ご
み
回
収
日
は
何
で
も
出
せ
る
日
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
タ
ン
ス
、
食
器
棚
、
自
転
車
、 

 
 

ベ
ッ
ド
、
布
団
等
、
コ
ン
テ
ナ
に
入
ら
な
い
家
具
や

電
化
製
品
な
ど
で
す
。
通
常
の
可
燃
物
、
リ
サ
イ
ク

ル
回
収
で
出
す
も
の
や
産
業
廃
棄
物
は
、
粗
大
ご
み

で
は
回
収
し
ま
せ
ん
。 

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
持
ち
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

「
こ
れ
は
何
ご
み
？
」
な
ど
と
迷
っ
た
と
き
は
、
各

ご
家
庭
に
配
布
し
て
あ
り
ま
す
「
ご
み
の
分
け
方･

出
し
方 

父
島
版
」
を
ご
覧
に
な
る
か
、
建
設
水
道

課
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
12
月
粗
大
ご
み
回
収
日
】
12
月
12
日
（水
） 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

建
設
水
道
課 

 
 

２
―
３
１
１
５ 

           

１
月

 
 

４
日
（金
）

１
月 

 
 

３
日
（木
）

１
月 

２
日
（水
）

１
月 １

日
（火
）

12
月 31

日
（月
）

12
月 30

日
（日
）

12
月 

 

29
日
（土
） 

 

平
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

臨
時
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

扇

浦

線 

平
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

休
日
ダ
イ
ヤ 

循

環

線 
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８．一般行政職の級別職員数の状況（平成19年4月1日）

１級

２級

３級

４級

５級

1．人件費の状況
　（平成18年度普通会計決算）

人件費
666,610（千円）
（19.14％）

歳出額
3,483528
（千円）

２．職員給与費の状況
   （平成18年度普通会計決算）

計（千円）
472,105

職員数　82人
　

一人当たり給与費

5,757（千円）

職員手当
99,993（千円）

期末勤勉手当
109,452（千円）

給　料
262,660
（千円）

※公営企業会計の職員給与費は含まれてい

ません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村職員給与の状況 

※一般行政職とは、総務省による地方公務員給与実態調査によって区分される、税務

職、医師職、看護・保健職、福祉職、企業職、技能労務職のいずれにも該当しない職員

をさします。 

４. 職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況  

（平成 19 年 4 月 1日）

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

一般行政 292,800 円 400,200 円 39 歳 1 か月 

※給与は給料に扶養手当、調整手当、住居手当、通勤手当等の月額を加算したものです。 

５．一般行政職の期末・勤勉手当の状況 (平成 19 年 4月 1 日） 

区分 小笠原村 小笠原村（再任用） 国 

期末 1.40 月 期末 0.75 月 期末 1.40 月
６月期 

勤勉  0.725 月 勤勉 0.375 月 勤勉 0.725 月

期末  1.60 月 期末 0.85 月 期末 1.60 月
１２月期 

勤勉 0.725 月 勤勉 0.375 月 勤勉 0.725 月

３月期 ― ― ― 

合計 4.45 月 2.35 月 4.45 月 

６．一般行政職の昇給期間短縮の状況 

平成 18 年度より、特別昇給（昇給期間の短縮）は廃止されました。 

※１ 通勤のために交通機関等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場

合の通勤距離が片道２km 以上であること。 

※２ 通勤のために自動車等の利用を常例とすること、徒歩により通勤するものとした場合

の通勤距離が片道２km以上であること。 

※その他 管理職手当、単身赴任手当 

１０．その他の手当②（担当業務及び勤務実績に応じて支給されるもの）の状況  

手当名 区分 支給額 

小笠原振興開発業務手当 

（平成 20 年で廃止） 
― 

父島 ２００円／日

母島 ３５０円／日

税務職員特別手当 月額３，０００円

保育業務従事手当 月額１２，０００円

診療所勤務手当 月額５，０００円

看護業務従事手当 

拘束時間１６時間    

以下４，０００円／回

以上８，０００円／回

放射線業務手当 ２８０円／日

夜間緊急登院手当 ７００円／回

特殊勤務手当 
（著しく危険、不快、不健康、困

難な勤務、その他著しく特殊な

勤務に従事したときに支給され

る手当） 

浄水場運転手当 ８００円／日

超過勤務手当 
（正規の勤務時間を越えて勤務

した時に支給される手当） 

１人当たり平均支給月額５２，２６５円 

（平成 18 年度実績） 

管理職特別勤務手当 
管理職１人当たり平均支給月額１１，３５４円 

（平成 18 年度実績） 

 

７. 特別職の給料・報酬および期末手当の状況  （平成 19 年 4月 1日）

区分 給料・報酬の月額  （単位：円） 期末手当支給割合 

村長 650,000    ６月期 1.60 月 

副村長 580,000 １２月期 1.75 月 

教育長 

給料 

550,000    ３月期 － 

議長 240,000    ６月期 1.60 月 

副議長 195,000 １２月期 1.75 月 

議員 

報酬 

176,000    ３月期 － 

※人件費には、特別職に支給される給料

報酬等が含まれています。 

 課長（14人）23.33％ 

 《前年》13 人（21.31％）

課長補佐（3人)5.00％ 

 《前年》5 人（8.20％） 

係長（19）31.67％ 

 《前年》17 人（27.87％）

 主事（10人）16.67％ 
 《前年》8 人（13.11％） 

 主任（14人）23.33％ 
 《前年》18 人（29.51％） 

１１. 退職手当の状況 

普通退職 定年退職 
区分 

（月分） （月分） 

連続 20 年 24.25  33.50  

連続 25 年 32.50  43.50  

連続 35 年 49.75  59.20  

支
給
率 

最高限度 59.20  59.20  

加算措置 定年退職の場合、調整金が加算されます。

退職時の特別昇給 なし 

 

３. 職員の初任給（給料）の状況 （平成19年4月1日） （単位：円）

小笠原村 国 
区分 

初任給 採用２年後 初任給 採用後２年

大学卒 170,200 182,200 170,200 182,200 
一般行政 

高校卒 138,400 146,700 138,400 146,700 

９．その他の手当①（毎月決まって支給されるもの）の状況   
※再任用職員に手当は支給されません。

手当 区分 小笠原村 国 

配偶者 １３，０００円 １３，０００円

配偶者以外の扶養親族２人まで １人当たり６，０００円 １人当たり６，０００円
扶養

手当
その他の扶養親族 １人当たり５，０００円 １人当たり５，０００円

自己所有住宅 
２，５００円

（購入後５年以内）

２，５００円

（購入後５年以内）住宅

手当
賃貸住宅 

支給限度額 

２７，０００円

支給限度額

２７，０００円

交通機関利用者 

（※1） 

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

55，000 円

原則６か月定期券額を支給 

１か月あたりの支給額限度 

55，000 円通勤

手当 自動車等の利用者 

（※2） 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給 

通勤距離に応じて 

原則１か月分を一括支給

１２. 定員の状況 （平成 19 年 4 月 1 日）

区分 職員数 対前年増減数 

部門 平成 18 年 平成 19 年 平成18年 平成19年

主な増減理由 

議会 2 2 0 0   

総務 25 25 0 0   

税務 5 3 1 △ 2 別途非常勤職員を増員

民生 20 20 1 0   

衛生 13 15 △ 1 2 看護師を増員 

農林水産 0 0 0 0   

商工 6 7 0 1 観光対策強化のため増員

土木 8 7 0 △ 1   

教育 4 4 0 0   

普通会計

小計 83 83 1 0   
水道 4 3 0 △ 1   

その他 1 2 △ 1 1   
公営企業等

会計 
小計 5 5 △ 1 0   

合計 88 88 0 0   

区別 

職員の給与は、村会議の審議を経て、条例で決められています。 

村民の皆さんにご理解ただく参考として職員給与などのあらましをお知らせします。 

●問合せ先 総務課総務係  ２―３１１１

※その他 火葬場運転手当、特殊作業手当、宿日直手当 
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 第６期扇浦宅地分譲（随時募集）のお知らせ  
 

第６期扇浦宅地分譲（随時募集）を次のとおり実施します。 
なお、詳細については、分譲要綱に記載していますので、分譲を申し込む場合は、必ず分譲要綱をご覧ください。 

分譲要綱は、１２月３日（月）より、財政課財政係および母島支所庶務係で配布します。 
【応募資格】 
  分譲を申し込むには、次のすべての条件を満たしていることが必要です。 
① 自ら居住するための住宅を必要としている方 
② 申込日現在、村に住民登録または外国人登録がなされている２０歳以上の方 
③ 契約締結の日から５年以内に自ら居住するための住宅を建設できる方 
④ 村の指定する日（契約締結日から約５か月後）までに譲渡代金の全額を支払うことができる方 
⑤ 村の集落地内に自ら居住することのできる土地を所有していない方 
⑥ 村の集落地内に自ら居住する住宅を所有していない方 
⑦ 村に対する債務を完納している方 
なお、飲食２７区画のみ、村内に所在する法人も応募できます。 
詳しい条件は、分譲要綱をご確認ください。 

【募集区分】  
 《民宿１５・１６区画》 

民宿型ゲストルーム付住宅を希望される方 
《民宿１８・１９・２０・２１区画》 
民宿型ゲストルーム付住宅､店舗併用住宅､専用住宅のいずれかを希望される方 

《店舗１・４区画》 
店舗併用住宅､民宿型ゲストルーム付住宅、専用住宅のいずれかを希望される方 

《住宅１３区画》 
  専用住宅を希望される方 
《飲食２７区画》 
  レストラン等の飲食店併用住宅を希望される方（法人の場合は飲食店舗のみでも可） 
  ※詳しくは、必ず分譲要綱をご確認ください。 
【応募受付期間】 
１２月１０日（月）から随時 （※期限はありません） 土日祝休日を除く午前８時から午後５時までの間とします。 
 同日中の同一区画への申込が１名の方のみの場合は、資格審査を実施の上で当選となります。 
 （資格審査には数日を要しますので、あらかじめご了承ください。） 
 なお、同日中に、同一の区画に同じ優先順位の方が複数申込された場合には、抽選を実施いたします。 
 あらかじめ、ご了承ください。 
【譲渡代金の支払い】 
  分譲地の譲渡代金は、譲渡契約締結の際（当選決定から３０日以内）に手付金として１０万円を、残りの金額を村の

指定する日（契約締結後から約５か月後）までに支払っていただきます。 
【申 込 先】財政課財政係および母島支所庶務係 

 
● 問合せ先 財政課財政係 ２－３１１２ 
 

区  画 面 積 （㎡） 販 売 価 格 （円） 

店 舗 １ ３００．３３ ９，３４７，０００

店 舗 ４ ３８０．０９ １２，３６６，０００

住 宅 １３ ４２７．５１ ７，１５９，０００

民 宿 １５ ４０１．６７ １３，１５３，０００

民 宿 １６ ３０２．２９ １０，４１７，０００

民 宿 １８ ３９６．４４ ６，５８２，０００

民 宿 １９ ３０９．７７ ９，４０４，０００

民 宿 ２０ ２８０．３５ ８，９５８，０００

民 宿 ２１ ３５６．２７ ９，８６０，０００

飲 食 ２７ ６５３．１４ ２３，２７９，０００
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返
還
40
周
年
記
念 

第
36
回
小
笠
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会 

 

【
日
時
】
平
成
20
年
１
月
20
日
（日
）
午
前
９
時
〜 

 
 

（受
付
時
間 
午
前
８
時
30
分
〜
８
時
50
分
） 

 
 
 

※
荒
天
順
延 
予
備
日
１
月
27
日
（日
） 

【
会
場
】
奥
村
運
動
場
〜
東
町
・
西
町 

【
部
門
】 

《
個
人
》 

              

《
団
体
》 

○
男
子 

同
一
チ
ー
ム
の
６
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

○
女
子 

同
一
チ
ー
ム
の
４
㎞
走
者
上
位
５

名
の
合
計
タ
イ
ム 

【
申
込
期
間
】 

12
月
３
日
（月
）〜
平
成
20
年
１
月
11
日
（金
） 

【
申
込
用
紙
等
配
布
場
所
】 

教
育
委
員
会
、
奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス 

【
申
込
方
法
】 

 
 

一
般
参
加
者
（児
童
生
徒
以
外
）は
、
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
教
育
委
員
会
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
注
意
事
項
】 

○
車
道
で
の
練
習
は
大
変
危
険
で
す
の
で
絶
対
に

お
や
め
く
だ
さ
い
。 

○
中
止
の
場
合
、
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
に
防
災

無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

○
大
会
当
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
（競
技
終
了
）ま

で
、
交
通
規
制
が
あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
走

者
へ
の
応
援
も
お
願
い
し
ま
す
。 

【
ス
タ
ー
ト
時
間
・
コ
ー
ス
】 

 

○
１
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
９
時
30
分
予
定 

○
２
部
ス
タ
ー
ト 

午
前
10
時
15
分
予
定 

 

◆
６
㎞
コ
ー
ス 

奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
《
ス
タ
ー
ト
》

↓
潮
路
橋
↓
パ
パ
イ
ヤ
マ
ー
ト
前
↓
平
成
橋
↓
父

島
保
育
園
入
口
↓
平
和
の
鐘
↓
清
瀬
交
差
点
↓
二

見
港
は
は
じ
ま
丸
岸
壁
入
口
↓
ペ
リ
ー
来
航
記
念

碑
付
近
《
折
返
し
地
点
》
↓
二
見
港
は
は
じ
ま
丸

岸
壁
入
口
↓
清
瀬
交
差
点
↓
平
和
の
鐘
↓
奥
村
運

動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
↓
（同
じ
コ
ー
ス
を
も
う

１
周
）↓
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ン
ド
内
《
ゴ
ー
ル
》 

 

◆
４
㎞
コ
ー
ス 

奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
《
ス
タ
ー
ト
》

↓
潮
路
橋
↓
パ
パ
イ
ヤ
マ
ー
ト
前
↓
平
成
橋
↓
父

島
保
育
園
入
口
↓
平
和
の
鐘
↓
清
瀬
交
差
点
↓
二

見
港
は
は
じ
ま
丸
岸
壁
入
口
↓
青
灯
台
入
口
↓
村

役
場
前
↓
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
前《
折
返
し
地
点
》

↓
村
役
場
前
↓
青
灯
台
入
口
↓
二
見
港
は
は
じ
ま

丸
岸
壁
入
口
↓
清
瀬
交
差
点
↓
平
和
の
鐘
↓
奥
村

運
動
場
グ
ラ
ン
ド
内
《
ゴ
ー
ル
》 

 

◆
２
㎞
コ
ー
ス 

奥
村
運
動
場
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
前
《
ス
タ
ー
ト
》

↓
平
和
の
鐘
↓
清
瀬
交
差
点
↓
二
見
港
は
は
じ
ま

丸
岸
壁
入
口
《
折
返
し
地
点
》
↓
清
瀬
交
差
点
↓

平
和
の
鐘
↓
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ン
ド
内《
ゴ
ー
ル
》 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

     

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
の 

繁
殖
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た 

 

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
ガ
サ
ワ

ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
、
12
月
〜
４
月
に
か
け
て
、
集

団
で
活
動
す
る
冬
ネ
グ
ラ
を
形
成
し
、
繁
殖
活
動
を

行
な
い
ま
す
。 

特
に
扇
浦
地
区
は
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
高
密
度
で
生

息
し
て
い
る
地
域
で
す
。 

ネ
グ
ラ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
森
に
侵
入
す
る
こ

と
は
、
ネ
グ
ラ
の
放
棄
や
繁
殖
行
動
を
阻
害
す
る
な

ど
、
種
の
保
存
を
脅
か
す
非
常
に
危
険
な
行
為
と
な

り
ま
す
。
次
の
点
に
つ
い
て
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 【
注
意
点
】 

①
ネ
グ
ラ
に
は
決
し
て
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

②
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
は
文
化
財
保
護
法

に
よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
絶
対
触
ら
な

い
で
く
だ
さ
い
。（
場
合
に
よ
っ
て
は
犯
罪
と

し
て
厳
重
な
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。） 

③
昼
間
は
休
息
を
と
っ
て
寝
て
い
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
偶
然
に
も
接
近
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は

オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
、
そ
の
場
所
か
ら
静
か
に
離
れ
て
く
だ
さ

い
。 

④
不
運
に
も
事
故
に
あ
っ
た
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ

ウ
モ
リ
を
発
見
し
た
場
合
は
速
や
か
に
教
育

委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

⑤
犬
・
ネ
コ
の
放
し
飼
い
は
し
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。（
本
来
の
習
性
か
ら
オ
ガ
サ
ワ
ラ

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
と
の
接
触
は
避
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
飼
主
の
皆
さ
ん
の
天
然
記
念
物

に
配
慮
し
た
飼
育
管
理
の
徹
底
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

  

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
12
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
12
月
17
日
（月
）
午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

気
象
観
測
調
査 

  

東
京
都
で
は
、
航
空
路
関
係
調
査
の
た
め
、
洲
崎

周
辺
で
気
象
観
測
中
で
す
が
、
観
測
の
一
環
と
し
て

上
空
の
風
を
測
る
た
め
、
音
波
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
観

測
を
実
施
し
ま
す
。 

 

な
お
、
観
測
期
間
中
は
、
５
〜
10
秒
間
隔
で
観
測

音
を
発
し
ま
す
。 

 

地
域
に
よ
っ
て
は
、
観
測
音
を
感
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

【
期
間
】
本
年
12
月
中
旬
〜
平
成
21
年
１
月
中
旬 

【
場
所
】
洲
崎
（建
設
発
生
土
仮
置
場
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

東
京
都
港
湾
局
０
３
―
５
３
２
０
―
５
６
３
１ 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 
 

国
際
気
象
海
洋
株
式
会
社 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
６
３
９
―
３
４
５
６ 

２部 １部 

一
般
男
子
の
部 

高
校
生
男
子
の
部 

中
学
生
男
子
の
部 

低
学
年
（男
女
）の
部 

一
般
男
子
の
部 

一
般
女
子
の
部 

高
校
生
女
子
の
部 

中
学
生
女
子
の
部 

高
学
年
（男
女
）の
部 

種
別 

６
km

６
km

６
km

２
km

４
km

４ 
km 
４ 
km 
４ 
km 
４
km
距
離 

一
般
男
子
の
部 

高
校
生
男
子 

中
学
生
男
子 

小
学
生
低
学
年 

一
般
男
子 

一
般
女
子 

高
校
生
女
子 

中
学
生
女
子 

小
学
生
高
学
年 
参
加
資
格 
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海
上
保
安
署
か
ら
お
知
ら
せ 

 

◎
溺
水
者
救
助
に
感
謝
状
授
与 

  

11

月
９
日
小

笠
原
海
上
保
安
署

長
は
、
溺
水
者
を

救
助
し
た
と
し
て
、

石
橋 

健
二
さ
ん
、

伊
関 

毅
さ
ん
、

小
池 

智
久
さ
ん

の
３
名
に
対
し
、

感
謝
状
を
授
与
し

ま
し
た
。 

 

３
名
は
10

月

19
日
、
大
村
海
岸

に
お
い
て
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
中
に
溺
水
し
た
女
性

を
陸
上
に
引
き
上
げ
た
う
え
、
救
急
車
到
着
ま
で
の

間
、
水
を
吐
か
せ
る
な
ど
適
切
な
処
置
を
行
い
、
無

事
救
助
を
完
了
さ
せ
ま
し
た
。 

 

溺
水
者
は
診
療
所
で
検
査
を
受
け
た
後
、
内
地
の

病
院
に
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
命
に
別
状
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

◎
子
ど
も
た
ち
の
命
を 

  
 
 
 
 
 
 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
で
守
り
ま
し
ょ
う 

  

海
上
保
安
庁
の
統
計
で
は
、
過
去
５
年
間
（平
成

14
年
度
〜
18
年
度
）に
、
15
歳
以
下
の
子
ど
も
が
、

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や
岸
壁
な
ど
か
ら
海
中
へ
転
落

す
る
事
故
が
48
件
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
11

名
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

海
中
に
転
落
し
た
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
率
は
、
８
％
と
極
め
て
低
く
、
亡
く
な
っ
た
全

員
が
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
一
方
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

た
子
ど
も
の
生
存
率
は
１
０
０
％
で
し
た
。 

小
さ
い
子
ど
も
と
一
緒
に
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
や

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
る
と
き
、
岸
壁
や
磯
場
へ
釣
り
に
行

く
と
き
は
、
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
の
方
も
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。 

※
法
律
に
よ
り
、
12
歳
以
下
の
子
ど
も
を
小
型
船
に

乗
船
さ
せ
る
際
に
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
海
上
保
安
署 

 
    

２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
海
の
も
し
も
」
は
１
１
８
番 

 

銃
器
に
よ
る
兄
島
で
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

  

東
京
都
で
は
、兄
島
の
植
生
の
回
復
を
図
る
た
め
、

平
成
16
年
度
よ
り
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
を
進
め
て
い
ま

す
。 

 

今
年
度
よ
り
、更
な
る
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
安
全
に
十
分
配
慮
し
ま
す
が
、

駆
除
当
日
は
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
兄

島
お
よ
び
そ
の
沿
岸
２
０
０
ｍ
以
内
に
は
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
実
施
予
定
日
時
】 

 
 

12
月
13
日
（木
）、
14
日
（
金
） 

午
前
６
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ 

 
 

  

15
日
（土
）〜
18
日
（
火
） 

午
前
６
時
〜
８
時
30
分
ご
ろ 

 
 

  

19
日
（水
）〜
21
日
（
金
） 

午
前
６
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ 
 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
３ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
12
月
21
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
が
、
相
談
の
電
話
が
混

み
合
う
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
予
約
も

受
け
付
け
ま
す
。
事
前
予
約
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

12
月
19
日
（水
）ま
で
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先
・
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

東
京
三
弁
護
士
会
に
よ
る
法
律
相
談 

 

東
京
三
弁
護
士
会
主
催
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催

し
ま
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
予
約
が
必
要
で
す
。） 

【
相
談
内
容
・
時
間
】 

 
 

無
料
一
般
相
談
（１
コ
マ
40
分
以
内
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
15
日
（土
）
午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
12
月
16
日
（日
）
午
後
３
時
〜
５
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

会
議
室 

【
予
約
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時 

（
祝
日
お
よ
び
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
） 

【
主
催
】
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
一
東
京
弁
護
士
会 

 
 
 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会 

 

●
問
合
せ
・
予
約
電
話
番
号 

 
 

法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 

０
３
―
３
５
９
５
―
８
５
７
５ 

 
第
５
回 

小
笠
原
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ 

 
 
 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト 

  

く
じ
ら
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

今
年
も
小
笠
原
エ
コ
Ｔ
シ
ャ
ツ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。 

 

テ
ー
マ
は
「
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
」
で
す
。
ザ
ト
ウ
ク

ジ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
作
品

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
優
秀
作
品
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ッ
ト
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ

ン
ト
さ
れ
、
２
０
０
８
年
の
記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
と
し
て

島
内
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
優
勝
者
に
は
、
賞
金

３
万
円
と
お
が
さ
わ
ら
丸
往
復
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
進

呈
し
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
、
小
笠
原
村
観
光
協
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
応
募
期
限
】
12
月
20
日
（木
）必
着 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 

 

年
末
年
始
イ
ベ
ン
ト
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

観
光
協
会
で
は
、
大
晦
日
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ

ン
ト
お
よ
び
元
旦
の
海
び
ら
き
イ
ベ
ン
ト
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

【
日
時
】 

①
12
月
31
日
（月
）
午
前
９
時
〜
午
後
１
時
ご
ろ 

 

②
12
月
31
日
（月
） 

午
後
９
時
30
分
〜
午
前
１
時
ご
ろ 

 

③
１
月
１
日
（火
）
午
前
８
時
〜
午
後
４
時
ご
ろ 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度 

【
仕
事
内
容
】
ス
テ
ー
ジ
設
営
・
撤
収
、
ド
リ
ン
ク

サ
ー
ビ
ス
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
他
（力
仕
事
あ

り
ま
す
） 

【
時
給
】
８
７
０
〜
１
５
０
０
円 

【
そ
の
他
】 

 

○
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
あ
り
ま
す
。 

 

○
２
日
間
連
続
し
て
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
方
を

希
望
し
ま
す
が
、
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
で
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
締
切
】 

決
定
次
第
、
締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き 

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
観
光
協
会
２
―
２
５
８
７ 
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メ
カ
ジ
キ
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催 

 
民
宿
の
女
将
さ
ん
、主
婦
、料
理
好
き
の
人
な
ど
、

メ
カ
ジ
キ
を
使
っ
た
料
理
で
腕
自
慢
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
コ
ン
テ
ス
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

【
選
考
方
法
】 

作
品
レ
シ
ピ
な
ど
の
書
面
に
よ
る
第
１
次
選

考
を
実
施
し
、
そ
の
通
過
者
を
対
象
に
コ
ン
テ
ス

ト
会
場
で
、
作
品
の
見
た
目
、
味
、
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
な
ど
の
第
２
次
選
考
を
行
い
ま
す
。 

 

【
第
１
次
選
考
応
募
締
切
】 

平
成
20
年
１
月
31
日
（木
） 

 

第
１
次
選
考
を
通
過
し
た
方
は
、
平
成
20
年
２
月

17
日
（土
）（
予
定
）に
母
島
支
所
（予
定
）に
て
第
２

次
選
考
を
実
施
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

母
島
漁
協 

 
 

３
―
２
３
１
１
（奥
山
篠
一
） 

母
島
観
光
協
会 

３
―
２
３
０
０
（坂
入
祐
子
） 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 

〜
や
さ
い
の
収
穫
を
し
よ
う
!!
〜 

《
日
時
》
12
月
５
日
（水
） 

午
後
１
時
40
分
〜
４
時 

 

《
集
合
場
所
》 

亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー
「恵
み
の
像
」前 

 

《
募
集
人
数
》
30
名
（小
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て
も
良
い
服

装
、
帽
子 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

 

【
協
力
】
亜
熱
帯
農
業
セ
ン
タ
ー 

 

【
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
を
作
り
隊
！
】
※
抽
選 

 

〜
ミ
ラ
ク
ル
バ
ナ
ナ
!!  

バ
ナ
ナ
の
茎
か
ら
何
が
作
れ
る
の
？
〜 

《
日
時
》
12
月
15
日
（土
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

 

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
・
中
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》
お
弁
当
、
飲
物
、
タ
オ
ル
、
汚
れ
て

も
良
い
服
装 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 

 

【
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
を
守
り
隊
！
】
※
抽
選 

〜
1
月
の
国
際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
向
け
て
〜 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
っ
て
ど
ん
な
鳥
？ 

森
を
歩
い
て
い
ろ
い
ろ
知
ろ
う
！  

《
日
時
》
12
月
19
日
（水
） 
 

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

雨
天
時
12
月
21
日
（金
）
午
後
に
延
期 

 

《
集
合
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
１
０
０
円 

 

《
持
ち
物
》
飲
物
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
と
靴 

 

（ギ
ョ
サ
ン
不
可
）、
防
寒
着 

※
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ 

さ
い
。 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 

【
協
力
】 

ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
Ｐ
Ｈ
Ｖ
Ａ
実
行
委
員
会 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
ド
ッ
ク
中
は
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
休
館
の
た

め
、
小
学
校
玄
関
に
設
置
し
た
、
あ
そ
び
隊
ポ

ス
ト
に
お
入
れ
く
だ
さ
い
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

 

【
申
込
期
限
】
12
月
３
日
（月
） 

 

【
注
意
・
確
認
事
項
】 

○
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
行
事
保
険
（開
催
者
負
担
）に
加

入
し
て
い
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（
保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

０
９
０
｜
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

１
月
の
は
は
じ
ま
丸 

 
 

「
燃
料
油
価
格
変
動
調
整
金
」 

 

１
月
中
の
調
整
金
を
含
む
運
賃
（旅
費
・
貨
物
）は
、

原
油
価
格
が
値
上
が
り
し
た
た
め
、
次
の
と
お
り
改

定
と
な
り
ま
す
。
※
（  

）内
は
変
動
調
整
額 

【
旅
客
運
賃
】 

《
１
等
》
大
人 

８
９
２
０
円
（＋
１
３
６
０
円
） 

小
人 

４
４
６
０
円
（＋
６
８
０
円
） 

《
２
等
》
大
人 

４
４
６
０
円
（＋
６
８
０
円
） 

小
人 

２
２
３
０
円
（＋
３
４
０
円
） 

《
村
民
割
引
（往
復
）》 

大
人 

５
８
０
０
円
（＋
８
８
０
円
） 

小
人 

２
９
０
０
円
（＋
４
４
０
円
） 

【
貨
物
運
賃
】 

 

《
１
等
品
》
８
９
３
５
円
（＋
８
７
１
円
） 

 

《
２
等
品
》
８
３
７
６
円
（＋
８
１
６
円
） 

 

《
３
等
品
》
７
８
１
８
円
（＋
７
６
２
円
） 

 

《
小
口
貨
物
》 

 
 

０
・
１
０
ト
ン
以
下 

 

８
９
５
円
（＋
87
円
） 

 
 

０
・
０
７
５
ト
ン
以
下 

６
７
５
円
（＋
66
円
） 

 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

      

     

専
門
診
療 

 

◎
産
科
・
婦
人
科 

【
母
島
】 

《
日
時
》
12
月
18
日
（
火
）
午
前
・
午
後 

 
 
 

  

19
日
（
水
）
午
前
・
午
後 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

※
午
後
は
、
一
部
に
予
約
分
の
妊
婦
健
診
が
あ
り

ま
す
。 

【
父
島
】（
※
午
後
は
要
予
約
） 

《
日
時
》
12
月
21
日
（
金
）
午
前 

 
 
 
 
 

  

25
日
（
火
）
午
前 

 
 
 
 

  

26
日
（
水
）
午
前 

 
 
 
 

  

27
日
（
木
）
午
前 

《
受
付
時
間
》
午
前
８
時
30
分
〜
11
時 

（受
付
表
は
午
前
８
時
か
ら
記
入
で
き
ま
す
。
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

※
午
後
は
、
予
約
制
と
な
り
ま
す
。 

ご
希
望
の
方
は
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）の

午
後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
助
産
師
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
予
約
電
話
は
、
開

催
中
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 

肺
が
ん
（喀
た
ん
検
査
）検
診 

 

【
対
象
者
】
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳

以
上
の
方 

【
検
査
方
法
】
喀
た
ん
検
査
法 

【
申
込
方
法
】 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の 

で
、
直
接
申
し
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 
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【
申
込
期
間
】
12
月
３
日
（月
）〜
14
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
し
ま
す
。
６
歳

未
満
の
乳
幼
児
は
ど
な
た
で
も
受
診
で
き
ま
す
。
お

手
数
で
す
が
、
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
父
島
】 

《
日
時
》
12
月
13
日
（木
） 

受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
３
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

     

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

〜
世
界
遺
産
登
録
後
の
経
済
的
効
果
（予
測
）〜 

 

先
月
号
で
他
地
域
の
登
録
後
の
課
題
と
小
笠
原
村

の
現
状
に
つ
い
て
触
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
は
島

の
経
済
に
つ
い
て
、
現
状
の
課
題
と
登
録
に
向
け
て

の
取
り
組
み
を
調
査
結
果
か
ら
要
約
し
て
説
明
し
ま

す
。 

 

◎
小
笠
原
村
の
産
業
構
造
の
課
題 

【
課
題
１
】
極
端
に
低
い
自
給
率 

 
 

平
成
15
年
版
「
小
笠
原
地
域
産
業
連
関
表
」
に

よ
る
と
、島
内
総
需
要
額
は
１
５
５
億
円
に
対
し
、

島
内
産
業
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
額
は
50
億
円

の
み
で
、
残
り
の
１
０
５
億
円
が
本
土
か
ら
の
移

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

島
内
の
自
給
率
は
32
％
で
、
域
内
産
業
か
ら
の

充
分
な
供
給
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
沖
縄
で
見
る

と
72
％
の
自
給
率
と
な
り
、
小
笠
原
が
い
か
に
低

い
か
が
比
較
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

自
給
率
が
低
い
経
済
構
造
は
、
地
域
内
の
産
業

生
産
で
ま
か
な
う
量
が
小
さ
く
、
地
域
外
か
ら
の

移
入
に
依
存
す
る
度
合
い
が
高
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
島
外
か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト
も
負
荷
さ
れ
、
高

コ
ス
ト
構
造
を
生
み
出
す
要
因
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
今
後
観
光
客
が
増
加

し
て
も
、
収
入
の
全
体
の
３
分
の
２
は
本
土
に
流

れ
て
し
ま
い
、
島
の
経
済
効
果
は
半
減
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

【
課
題
２
】
生
産
構
造
と
産
業
間
の
連
携 

 
 

小
笠
原
は
、
地
域
内
で
発
生
し
た
需
要
の
多
く

を
直
接
的
に
島
外
の
生
産
に
依
存
し
て
い
る
こ
と

だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
地
域
間
の
産
業
間
取
引
が
極

端
に
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。 

 
 

例
え
ば
、
農
産
物
や
水
産
物
な
ど
、
島
内
で
生

産
さ
れ
た
も
の
の
多
く
は
本
土
に
移
出
さ
れ
て
お

り
、
宿
泊
業
や
飲
食
業
に
供
給
す
る
割
合
は
少
な

く
、生
産
誘
発
係
数
（※
）が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

※
産
業
間
の
取
引
に
関
わ
っ
た
産
業
で
の
生
産
が
す
べ
て
加

算
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
取
引
関
係
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
誘
発
係
数
は
増
加
す
る
。 

 

【
課
題
３
】
宿
泊
施
設
と
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実 

 
 

村
の
宿
泊
施
設
の
現
状
は
、
父
島
52
軒
、
母
島

で
16
軒
の
68
施
設
が
あ
り
、
最
大
収
容
人
員
は

１
１
９
４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
お
が

さ
わ
ら
丸
の
就
航
状
況
か
ら
１
週
間
で
最
大
３
泊

が
限
界
と
な
り
、
稼
働
率
は
低
く
、
そ
れ
に
伴
い

施
設
へ
の
投
下
経
費
も
減
少
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
招
い
て
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
滞
在
中
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
も
、
今
ま
で

は
豊
か
な
海
の
自
然
を
背
景
に
し
た
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
中
心
で
し
た
が
、
近
年
多
く

な
っ
た
団
塊
の
世
代
に
対
応
す
る
よ
う
な
、
新
た

な
メ
ニ
ュ
ー
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
持
続
可
能
な
観
光
を
目
指
し
て 

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
、
そ
の
遺
産
と
し

て
の
価
値
を
世
界
的
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な

り
、
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
観
光
客
の
増
加
は
、
観
光
収
入
の
増
加
や
地

域
へ
の
経
済
的
波
及
効
果
を
生
み
、
地
域
を
活
性

化
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 

同
時
に
貴
重
な
財
産
で
あ
る
自
然
へ
の
付
加
も

大
き
く
な
り
、
他
の
指
定
地
域
の
よ
う
な
問
題
も

発
生
し
て
き
ま
す
。 

 
 

将
来
的
に
小
笠
原
の
観
光
と
自
然
保
護
を
両
立

し
た
持
続
可
能
な
島
と
し
て
、
誰
も
が
納
得
す
る

よ
う
な
形
で
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
遺
産

推
進
運
動
関
係
者
、
観
光
業
従
事
者
、
自
然
保
護

関
係
者
、
地
元
住
民
な
ど
の
間
で
、
持
続
可
能
な

観
光
に
対
す
る
認
識
と
合
意
形
成
が
不
可
欠
で
す
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
課
題
を
協
議
で
き
る
よ
う
な

機
関
と
し
て
、
村
役
場
の
役
割
は
非
常
に
高
い
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。 

 
 

今
後
も
遺
産
登
録
に
伴
う
諸
課
題
や
将
来
的
に

取
り
組
む
べ
き
発
案
な
ど
が
あ
れ
ば
、
村
役
場
に

提
案
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 
小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 小
笠
原
に
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち 

パ
ー
ト
41 

 

「
イ
ル
カ
と
イ
カ
」 

 

ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
を
し
て
い
る
と
、
と
き
ど
き

イ
ル
カ
が
何
か
を
吐
き
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

拾
っ
て
み
る
と
写
真
の

様
な
物
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
イ
カ
の

腕
部
（い
わ
ゆ
る
足
）や

軟
甲
、く
ち
ば
し
で
す
。

時
に
は
、
魚
の
骨
な
ど

が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。 

カ
ワ
ハ
ギ
の
仲
間
を

く
わ
え
て
い
た
り
、
ト

ビ
ウ
オ
を
追
い
か
け
て

い
る
姿
を
目
撃
さ
れ
た
り
も
し
て
い
ま
す
が
、実
は
、

小
笠
原
の
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
「何
を
、ど
こ

で
、
ど
れ
だ
け
食
べ
て
い
る
の
か
」は
、
ま
だ
よ
く
わ

か
っ
て
い
な
い
の
で
す
。 

消
化
が
進
ん
だ
吐
き
戻
し
か
ら
元
の
イ
カ
の
種
類

を
当
て
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く
ち
ば

し
（写
真
右
の
黒
い
も
の
）は
イ
カ
の
種
ご
と
に
特
徴

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
、
イ
ル
カ
た
ち
の
食
べ

物
に
つ
い
て
の
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

◎
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
認
定
講
習
会 

 標
記
認
定
・
更
新
講
習
会
を
１
月
に
予
定
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
、
次
号
の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
78 

 

―
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
産
卵
巣
数
が
記
録
更
新
― 

  

思
い
起
こ
せ
ば
２
０
０
５
年
の
夏
、
夜
間
鳴
り
続

け
る
電
話
に
、
調
査
道
具
を
持
っ
て
明
け
方
ま
で
走

り
回
る
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
年
の
産

卵
巣
数
は
、
父
島
、
母
島
と
も
に
例
年
を
大
幅
に
上

腕部 

甲 

くちばし 

くちばし 

腕部 

軟甲 
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産卵巣数の推移(1991-2007)
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産
卵
巣
数

父島列島

母島列島

回
り
、
過

去
最
高
数

と
な
り
ま

し
た
。
翌

２
０
０
６

年
は
、
そ

の
反
動
か
、

２
〜
３
月

の
交
尾
期

で
さ
え
カ

メ
を
見
る

こ
と
が
少

な
く
、
心

配
に
な
る

ほ
ど
で
し

た
。
そ
し

て
今
年
は
、
過
去
の
よ
う
に
グ
ラ
フ
の
傾
き
は
多
少

な
だ
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
予
想
は
大
き
く
は
ず
れ
、
ま
た
し
て

も
次
か
ら
次
へ
と
産
卵
が
続
き
、
父
島
で
は
１
２
２

７
巣
と
２
０
０
５
年
の
１
２
０
９
巣
を
更
新
し
て
い

ま
す
。 

 

小
笠
原
で
見
ら
れ
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
成
体
は
、

３
〜
４
年
周
期
で
島
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
２
０
０
５
年
と
２
０
０
７
年

の
間
は
２
年
で
す
。
少
し
ず
つ
個
体
数
は
増
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
の
急
な
変
動
に
関
し

て
は
、
し
ば
ら
く
様
子
を
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

◎
シ
ト
カ
・
ホ
エ
ー
ル
・
フ
ェ
ス
ト
の
地
域
浸
透 

東
南
ア
ラ
ス
カ
の
太
平
洋
に
面
し
た
美
し
い
街
シ

ト
カ
。
人
口
約
９
千
人
の
こ
の
町
は
、
ク
リ
ン
キ
ッ

ト
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
先
住
し
、
過
去
に
は
ロ
シ
ア

ア
メ
リ
カ
領
の
首
都
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
主
な
産

業
は
、
水
産
業
と
観
光
業
で
、
夏
に
は
船
旅
客
だ
け

で
も
20
万
人
は
超
え
る
そ
う
で
す
。 

し
か
し
、
こ
ん
な
観
光
地
で
も
や
は
り
寒
い
冬
は

閑
散
期
で
す
。そ
ん
な
時
期
の
集
客
を
狙
っ
た
の
が
、

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
シ
ト
カ
・
ホ
エ
ー
ル
・ 

フ
ェ
ス
ト
（以
下
Ｓ
Ｗ
Ｆ
）で
、
今
年
で
11
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。
も
と
も
と
海
棲
哺
乳
類
の
研
究
成
果
を

広
く
一
般
に
紹
介
す
る
と
い
う
活
動
が
、
閑
散
期
の

観
光
地
へ
の
集
客
と
結
び
つ
き
、
今
で
は
地
元
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
老
若
男
女
ま
で
を
も
巻
き
込
ん
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
ま
で
成
長
し
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｗ
Ｆ
は
、
シ
ト
カ
市
、
ア
ラ
ス
カ
航
空
、
地
元

教
育
機
関
を
は
じ
め
、
様
々
な
後
援
者
と
寄
付
金
、

そ
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
海
棲
哺
乳
類
に
携
わ
る
14

名
の
招
聘
研
究
者
を
中
心
に
、
講
演
会
、
ホ
エ
ー
ル
・

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、

ク
ラ
フ
ト
・
フ
ェ
ア
（地
元
市
場
）、オ
ー
ク
シ
ョ
ン
、

カ
フ
ェ
、
デ
ィ
ナ
ー
・
シ
ョ
ー
、
幼
稚
園
か
ら
大
学

へ
の
出
張
授
業
、
児
童
、
生
徒
、
一
般
の
美
術
作
品

展
示
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「人
間
と
野
生
生
物
の
共
生
」。

「
少
し
ず
つ
み
ん
な
が
」
と
い
う
参
加
型
を
と
て
も

大
切
に
し
て
お
り
、
５
年
ぶ
り
に
見
た
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
地

域
浸
透
ぶ
り
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。機
会
が
あ
れ
ば
、

11
月
の
シ
ト
カ
を
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｓ
Ｗ
Ｆ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.sitkaw

halefest.org 

              

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
法
人ｴﾊﾞｰﾗｽﾃｨﾝｸﾞ･ﾈｲﾁｬｰ

） 

２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

                                          

                                          

今回は、セーボレーみき子さんとの対談でお伺いした内容をご紹介させていただきます。 

みき子さんのご家族は、戦前は北袋沢に住んでおり、常世の滝付近と時雨ダムから少し下がったあたりの２か所に住居があっ

たそうです。その周辺で明治から昭和にかけて農業を営み、父島にあった感化院の生徒たちも、常時４，５名住み込みで働いて

いたとのことです。昭和１５年ごろの父島では、今で言う地産地消が実践されており、収穫物は、北袋沢から牛の背中に載せて、

扇浦桟橋近くの農産物倉庫に運び、桟橋から船で大村へ運ばれ、島内で消費されていました。 

当時、島内消費向けに作られていた作物は、キャベツ、白菜、三つ葉、山東菜、ニラ、カブ、カラシ菜、大根、サツマイモ、

水芋、レンコン、クワイ、ヤマイモ、スイカ、ニンジン、ささげ豆、島ネギ、ラッキョウ、ゴボウ、セリ、白瓜、金まくわ瓜、

銀まくわ瓜、きび、あわ、ジャガイモ、キングバナナ、小笠原オレンジ、マンゴ、パッションフルーツ、夏ミカン、柿、桃、ブ

ドウ、パイナップル、イチヂク、トウガラシ、トウモロコシなど種類も多く豊富だったようです。 

また、野生の産物としては、野イチゴ、グミ、ロースード、バンザクロ、グァバ、桑の実、シャリンバイ、キクラゲ、ハツタ

ケ、タケノコ、ワラビなどが食されていたようです。 

本土が冬場の時期には、小笠原産の野菜は高級料亭用として非常に重宝され、父島からも、トマト、インゲンマメ、ピーマン、

セロリ、ナス、キュウリ、サトイモ、カボチャなどが、月に１回の船便で５２時間かけて本土に出荷されていました。出荷には、

本土から取り寄せた木の箱が使われていたそうです。 

春先には、荷が傷むことにより生鮮野菜の本土出荷ができなくなるため、３月以降は、トマトをケチャップにし、加工品とし

て出荷していたそうです。みき子さんは、本土から購入したケチャップ用のビールビンの洗浄を手伝った思い出があるそうです。

当時の資料「島情書」（昭和１４年６月東京府小笠原支庁）によると、その頃の父島の人口は、大村に2,676人、扇村・袋澤

村に819人の合計3,495人が住んでおり、農家戸数および人口は、大村では48戸250人、扇村・袋澤村では60戸350

人となっています。 

当時は船便の関係もあり、必要に迫られて、農産物の島内生産島内消費（地産地消）が行われていたと思われます。 

現在は、本土の産地から比較的低価格で新鮮な農産物が入ってきており、平坦で広い農地が少ない小笠原では、地産地消が成

立するための採算性を確保することが難しく、生鮮野菜の地産地消推進のネックのひとつになっていると考えられます。 

とはいえ、小笠原の特産品であるトマトやシカクマメ、オクラなどの旬の時期には、ぜひ島内産の農産物をご利用ください。

 

セーボレーみき子さんには、今年 1月から今回まで１０回に渡り、「地産地消のすすめ」コーナーにご協力・情報提供をいただ

き、ありがとうございました。 

↑地元中学校にお

いて、本授業の前に

基礎知識準備が地

元ナチュラリストによ

って行われます。こ

れにより、本授業が

より円滑に進みま

す。

↓日本でもがんばっ

ていますよ！とアピ

ールした「小笠原くじ

らフェスタ」紹介ブー

ス。 

小笠原村提供の

英語版パンフレット

は好評でした。 

●問合せ先 地産地消推進会議（産業観光課内） ２－３１１４
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住民健診に行こう!! 
 

 

みなさん、車検はしていますか？ 船のメンテナンスはしていますか？ 畑の手入れはしていますか？ 

・・・では、ご自分の体のメンテナンスはいかがでしょうか？ 

私たちの体はとても繊細です。定期的に自分の体の状態を確認することはとても大切なことです。 

年に 1度の健診を受け、自分の体のことを知り、毎日をいきいきと過ごしましょう！！！ 

詳しい日程は、11月号の村民だよりをご覧ください。 

 

 

 

 

 主な検査内容 

基本健康診査 身体計測・血圧測定・尿検査・血液検査・ 

心電図検査・内科診察 

結核・肺がん検診 40歳以上対象：診察・胸部Ｘ線写真の読影・

喀痰細胞診 

乳・子宮がん検診 乳房診察・細胞診・コルポスコープ診・   

超音波断層撮影 

胃がん検診 胃内視鏡検査・組織診 

大腸がん検診 診察・注腸造影検査（対象者のみ） 

健診は「生活習慣を振り返り、改善する」（１次予防）、「病気を早期発見し、早期治療につなげる」

（２次予防）きっかけ作りになります。また、毎年健診を受けることによって、自分の体の変化に

いち早く気づくことができます。自分の健康づくりのために健診を役立てましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 ９４ 号 ― 

イルカ：住民健診は、母島１２月１６日～１７日、父島１９日～２３日

で実施します。予約受付締め切りは１２月１４日

（金）までです。受診を希望される方は、必ず予約をしてく

ださい。詳細については、問診票をご確認ください。 

健診は 要予約！です！ 

 

  

 

早期発見・早期治療のためにも健診を受けよう！

 

村民課福祉係 

(地域包括支援センター) 

２－３９３９ 

母島支所 

３－２１１１ 

イルカの伝言板 

～～静かに進行する生活習慣病～～ 

生活習慣病は文字通り不健康な生活習慣

の繰り返しによって発症する病気です。高

脂血症や高血圧、糖尿病などは自覚症状が

現れにくいため、知らぬ間に進行し、心臓

病や脳卒中などの命に関わる重大な病気

を招く危険があります。 

また、検査値が正常範囲にあっても、年々

異常値に近づいていれば、生活習慣を見直

す必要があります。 



村営バス時刻表 【 乗車料金 大人 ２００円 小人 １００円 】
平成19年12月13日改正

行先
表示

№ 停留所名（略称）

① 村役場前 8:00 10:10 12:10 14:15 17:00
② 青灯台入口 8:00 10:10 12:10 14:15 17:00
③ 船客待合所 8:01 10:11 12:11 14:16 17:01
④ 清瀬交差点 8:02 10:12 12:12 14:17 17:02
⑤ 福祉センター 8:02 10:12 12:12 14:17 17:02
⑦ 奥村運動場 8:03 10:13 12:13 14:18 17:03
⑥ 奥村 8:03 10:13 12:13 14:18 17:03
⑤ 福祉センター 8:04 10:14 12:14 14:19 17:04
④ 清瀬交差点 8:04 10:14 12:14 14:19 17:04
⑧ 診療所 8:06 10:16 12:16 14:21 17:06
⑨ 二見台新都住 8:07 10:17 12:17 14:22 17:07
⑩ 清瀬西 8:08 10:18 12:18 14:23 17:08
⑪ 清瀬 8:09 10:19 12:19 14:24 17:09
⑩ 清瀬西 8:10 10:20 12:20 14:25 17:10
⑫ 宮之浜入口 8:11 10:21 12:21 14:26 17:11
⑬ 小中学校裏 8:12 10:22 12:22 14:27 17:12
⑭ 三日月山入口 8:13 10:23 12:23 14:28 17:13
⑮ 西町 8:14 10:24 12:24 14:29 17:14

8:15 10:25 12:25 14:30 17:15
7:05 8:15 9:15 10:25 11:25 12:30 13:30 14:30 15:30 16:15 17:15 18:15

② 青灯台入口 7:05 8:15 9:15 10:25 11:25 12:30 13:30 14:30 15:30 16:15 17:15 18:15
③ 船客待合所 7:06 8:16 9:16 10:26 11:26 12:31 13:31 14:31 15:31 16:16 17:16 18:16
④ 清瀬交差点 7:07 8:17 9:17 10:27 11:27 12:32 13:32 14:32 15:32 16:17 17:17 18:17
⑤ 福祉センター 7:07 8:17 9:17 10:27 11:27 12:32 13:32 14:32 15:32 16:17 17:17 18:17
⑥ 奥村 7:08 8:18 9:18 10:28 11:28 12:33 13:33 14:33 15:33 16:18 17:18 18:18
⑯ 境浦 7:11 8:21 9:21 10:31 11:31 12:36 13:36 14:36 15:36 16:21 17:21 18:21
⑰ 扇浦 7:14 8:24 9:24 10:34 11:34 12:39 13:39 14:39 15:39 16:24 17:24 18:24
⑱ 交流センター 7:14 8:24 9:24 10:34 11:34 12:39 13:39 14:39 15:39 16:24 17:24 18:24
⑲ 農業センター 7:15 8:25 9:25 10:35 11:35 12:40 13:40 14:40 15:40 16:25 17:25 18:25
⑳ 小港 7:20 8:30 9:30 10:40 11:40 12:45 13:45 14:45 15:45 16:30 17:30 18:30

行先
表示

№ 停留所名（略称）

⑳ 小港 7:20 8:30 9:30 10:40 11:40 12:45 13:45 14:45 15:45 16:30 17:30 18:30
⑲ 農業センター 7:25 8:35 9:35 10:45 11:45 12:50 13:50 14:50 15:50 16:35 17:35 18:35
⑱ 交流センター 7:26 8:36 9:36 10:46 11:46 12:51 13:51 14:51 15:51 16:36 17:36 18:36
⑰ 扇浦 7:26 8:36 9:36 10:46 11:46 12:51 13:51 14:51 15:51 16:36 17:36 18:36
⑯ 境浦 7:29 8:39 9:39 10:49 11:49 12:54 13:54 14:54 15:54 16:39 17:39 18:39
⑥ 奥村 7:32 8:42 9:42 10:52 11:52 12:57 13:57 14:57 15:57 16:42 17:42 18:42
⑤ 福祉センター 7:33 8:43 9:43 10:53 11:53 12:58 13:58 14:58 15:58 16:43 17:43 18:43
④ 清瀬交差点 7:34 8:43 9:43 10:53 11:53 12:58 13:58 14:58 15:58 16:43 17:43 18:43
③ 船客待合所 7:36 8:44 9:44 10:54 11:54 12:59 13:59 14:59 15:59 16:44 17:44 18:44
② 青灯台入口 7:37 8:45 9:45 10:55 11:55 13:00 14:00 15:00 16:00 16:45 17:45 18:45

7:38 8:45 9:45 10:55 11:55 13:00 14:00 15:00 16:00 16:45 17:45 18:45
8:45 13:00 15:00

⑮ 西町 8:46 13:01 15:01
⑭ 三日月山入口 8:47 13:02 15:02
⑬ 小中学校裏 8:48 13:03 15:03
⑫ 宮之浜入口 8:49 13:04 15:04
⑩ 清瀬西 8:50 13:05 15:05
⑪ 清瀬 8:51 13:06 15:06
⑩ 清瀬西 8:52 13:07 15:07
⑨ 二見台新都住 8:53 13:08 15:08
⑧ 診療所 8:54 13:09 15:09
④ 清瀬交差点 8:55 13:10 15:10
⑤ 福祉センター 8:55 13:10 15:10
⑦ 奥村運動場 8:56 13:11 15:11
⑥ 奥村 8:57 13:12 15:12
⑤ 福祉センター 8:58 13:13 15:13
④ 清瀬交差点 8:58 13:13 15:13
③ 船客待合所 8:59 13:14 15:14
② 青灯台入口 9:00 13:15 15:15
① 村役場前 9:00 13:15 15:15

※
　
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
自
由

①

　
※
　
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降
り
自
由

　
　
　
乗
り
降
り
自
由

※
　
停
留
所
以
外
で
も

　
　
　
　
乗
り
降
り
自
由

　
※
　
停
留
所
以
外
で
も

①
村役場前 着
 　　　　　　発

※　乗り降り自由区間では、清瀬交差点や診療所付近等の危険な場所で乗り降りはできません。

【村営バス営業所 ℡ ０４９９８(２)３９８８ 】

休 日 （土・日・祝日） は 色 つ き の 便 の み 運 行 し ま す

休 日 （土・日・祝日） は 色 つ き の 便 の み 運 行 し ま す

乗降自由券　１日券（大人７００円）・２日券（１２００円）・３日券（１６００円）※小人半額
　　　　　　　　 も扱っております。詳しくは営業所にお訪ねください。

扇
浦
線

オ
レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
（
大
村
〜
奥
村
循
環
線
）

村役場前 着
　　　 　　　発

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
（
大
村
〜
奥
村
循
環
線
）

扇
浦
線



クリスマスツリー点灯（～1/6） 住民健診（母島 ～17）

東京三弁護士会による法律相談（父島） 施　設

 月　日

母島巡回労働相談 12/28（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり ビン・ペットボトル 平常どおり

29（土） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 平常どおり 休 平常どおり

30（日） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 全域収集 休 持込不可

ロードレース大会申込受付（～1/11） 出港日 31（月） 休 休 休 休 平常どおり 休 休 休

産科婦人科専門診療（母島 ～19） １/ １（火） 休 休 休 休 平常どおり 休 休 休

２（水） 休 休 休 平常どおり 平常どおり 休 休 休

住民健診（父島 ～23） ３（木） 休 休 休 休 平常どおり 休 休 休

４（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 全域収集 ビン・ペットボトル 平常どおり

小笠原エコＴシャツデザインコンテスト申込締切

定期予防接種

インターネット接続サービス村民説明会（父島） 施　設

ノヤギ駆除（父島） 産科婦人科専門診療（父島 21，25～27）  月　日

電話による無料法律相談 12/28（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

ノヤギ駆除（父島） 29（土） 休 休 休 平常どおり 休

30（日） 休 休 休 休 休

入港日 31（月） 休 休 休 平常どおり 休

父母交流スポーツ大会（父島） １/ １（火） 休 休 休 休 休

２（水） 休 休 休 休 休

３（木） 休 休 休 休 休

入港日 ４（金） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

第６期扇浦宅地分譲随時募集開始 　父島・母島：コンテナ回収物（金属類、空き缶、空きびん、ペットボトル、有害物、危険物）

　母島：ごみ収集（生ごみ、焼却ごみ）

出港日

インターネット接続サービス村民説明会（母島） 村立学校・高校終業式

固定資産税の納付期限 　年末年始の村役場・村営施設等の業務は上記一覧表のとおりとなります。

　なお、診療所での急患対応は、年末年始を問わず１１９番で取り扱います。

出港日 　村民の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご了承ください。

村民意見・提案・相談受付窓口

第４回村議会定例会

乳幼児健診・歯科健診（父島）

村営バスダイヤ改正

第４回村議会定例会 南島入島可能（～1/5）

住民健診予約受付締切

肺がん（喀たん検査）検診申込締切

入港日 カウントダウンイベント

東京三弁護士会による法律相談（母島）

6 木

7 金

15 土 31 月

9 日

14 金

13 木

10 月

23 日

24 月

25 火

8 土

26 水

27 木

母島支所 診療所 村民会館
評 議 平
運 動 場

3

4 火

5 水

行　事　予　定日付 曜日

18 火

17 月

日

月

16

日付 曜日 行　事　予　定

1 土

日2

30 日

19 水

20 木

21 金

22 土

28 金

29 土

12 水

11 火

資源回収
（コンテナ）

父島クリー
ンセンター
（持ち込み含む）

母 　　　　島

年末年始の村役場・村営施設等の業務日程

父 　　　　島

　

平
常
ど
お
り

（

利
用
申
し
込
み
は

 
1
2
月
2
８
日
ま
で
）

村役場 診療所
地域福祉
センター

情報
センター

ごみ収集
資源回収物
（コンテナ）

　

平
常
ど
お
り

（

利
用
申
し
込
み
は

 
1
2
月
2
８
日
ま
で
）

焼却ごみ
収    集

奥村運動場
扇浦交流
センター

入・出港日

天皇誕生日

振替休日



小笠原諸島返還40周年記念事業シンボルマークデザイン決定!!

「お」（右手･顔･頭）、「が」（左手･顔）、「さ」（右手･右足）、「わ」（右手･右足･顔）、「ら」
（右手･顔）、「し」（右手）、「よ」（左手･顔･左足）「と」（右手）、「う」（頭、顔）の文字を組合せ、
小笠原諸島（緑）と太平洋（青）の豊かな自然を背景として、小笠原諸島返還40周年の明るく
元気な姿を子供達からお年寄りまで誰にでも一目見てよくわかり広く愛され親しまれるよう少し
キャラクター的にデザイン。
赤は、返還40周年を燦然と輝く希望の太陽と心ふれあう交流の輪を、青は小笠原諸島躍進の
人・もの・情報の発信と小笠原諸島振興の明日を拓く創造性を、緑は共生と活性化を表現し、
これはまた、21世紀をリードする小笠原村が小笠原諸島返還40周年を機としてさらに力強く
飛翔発展する勇姿を象徴したものである。

制作コンセプト

最優秀賞 駒井 瞭　様（大阪府在住)

優秀賞

小柴 雅樹　様

第3号　平成19年12月1日

小笠原諸島返還40周年NEWS

　11月20日に開催された小笠原諸島返還40周年実行委員会において応募作品26作品の中から
40周年記念事業シンボルマークを決定いたしました。多数のご応募ありがとうございました。

優秀賞 優秀賞

東 信慶　様新井 啓子　様

事務局から御礼
本当に募集期間が少ない中ではありまし
たが多数の応募ありがとうございました。
応募者の中には、島内にとどまらず九州
など全国各地からいただきました。
このシンボルマーク、事務局の間では
「４０くん（よんまるくん）」と呼ばれて
います。
来年は40周年、皆さんと共にお祝いしたい
と思います。

発行：小笠原諸島返還40周年実行委員会

優秀賞は、以下の3作品となりました。

★小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局からのお知らせ
☆小笠原諸島返還40周年ホームページ開設！

http://ogasawara40th.com
小笠原諸島返還40周年ホームページを11月22日に開設いたしました。
40周年に関する情報を随時お知らせいたします。是非、ご覧になってください。

☆カウントダウンパーティー
　40周年直前に実施されるイベント「カウントダウンパーティー」で小笠原の40年を振り返るスライド映像の放映を

行います。島内外の方からお借りした大変貴重な懐かしい小笠原の写真をスライドにし、みなさんと共に40年分振り

返りたいと思います。また、2007年を振り返るスライドショーもあわせて放映いたします。

　日時：平成19年12月31日（月）23:00～　　　会場：大村海岸特設ステージ（父島）

☆40周年記念PRポスターデザイン人気投票の実施について

40周年ＰＲポスターの候補を皆様に見ていただき、人気投票を実施いたします。
この人気投票の結果を参考にし、実行委員会で決定いたします。
人気投票は、次の日時･場所で行います。皆様投票してください。あなたの一票で40周年のポスターを選びましょう！
父島　日にち：平成19年12月12日(水)※おがさわら丸出港日
　　　時　間：12:00～14:30　　場所：船客待合所内
母島　日にち：平成19年12月12日(水)
　　　時　間：9:00～11:30　　場所：船客待合所内



◎小笠原諸島返還40周年記念 補助事業19年度分決定！

（１）申請団体　母島剣道倶楽部
（２）実施日　　平成20年2月9日(土)　16:00～
（３）実施場所　母島小中学校体育館
（４）事業内容
　　普段剣道をしているのは子供の成長を身体で感じてもらう
　ため親と対戦をする親子対決を実施する。親に対しても剣道
　の試合に臨むため練習日を設け剣道に触れていただく。また、
　地域の方にも参加を呼びかけ地域としての大会とする。父島
　からも有段者を招待し、模範試合を行う。
（５）担当事務局員
　　小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局員
　　折田五十二郎（母島支所所属）

（１）申請団体　小笠原母島観光協会
（２）実施予定日　平成20年1月1日～
（３）実施場所　母島沖港内
（４）事業内容
　　母島における40周年のオープニングイベント母島海びらき
　において、昔のようにアウトリガーカヌーに帆を立てデモン
　ストレーションとして、カヌー競漕の前に帆走する。
　また、観光客等に対し、アウトリガーカヌーの体験を3月から
　実施する。
（５）担当事務局員
　　小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局員
　　小野寺将嘉（母島支所所属）

（１）申請団体　小笠原ホエールウォッチング協会
（２）実施予定日
　　平成20年12月中旬～平成20年3月下旬
（３）おがさわら丸船内
（４）事業内容
　　おがさわら丸船内にレクチャー設備（スクリーン･プロジェ
　クター等）の設置。
（５）担当事務局員
　　小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局員
　　大田泰史（産業観光課所属）

　11月15日に締め切らせていただきました補助事業平成19年度分につきまして、去る20日に開催された返還40周年
実行委員会において事業審査が行われ、4事業申請のうち、3事業が採択されました。
　事業実施の際には、皆様、是非足ご参加下さい。

３　小笠原諸島返還40周年記念母島剣道大会

１　伝統アウトリガーカヌーの帆走と体験の拡充 ２　船内レクチャー

小笠原諸島返還40周年記念事業につきまして、ご意見･ご質問がありましたら事務局までご連絡下さい。
また、村民の皆様のアイデアお待ちしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小笠原諸島返還40周年実行委員会事務局（渋谷、櫻田、秋山）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〒100-2101　東京都小笠原村父島字西町（小笠原村役場内）
                                                                                                                                     TEL／2-2140　E-mail／info＠ogasawara40th.com　

◎返還40周年事業概要

　小笠原諸島返還40周年実行委員会では以下のような事業概要で返還40周年事業を実施してまいります。
これまでに実行委員会を3回開催し、事業概要、シンボルマーク、19年度分補助事業等を決定してまいりました。
40周年事業の概要についてご理解いただきますようお願い申し上げます。

１．事 業 名 小笠原諸島返還40周年記念事業 
２．主  　催 小笠原諸島返還40周年実行委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

３．開催期間 平成19年12月1日～平成21年3月31日（補助事業対象期間） 
４．会  　場 小笠原村内及び都内 
５．目  　的  小笠原諸島が米国から返還されて40周年の節目を迎えるにあたり、小笠原諸島の特異な歴史を
　　　　　　振り返ると共に、今後一層の小笠原村の振興を図るため、「共生｣と「活性化」をキーワードに
　　　　　　小笠原諸島返還40周年記念事業を実施することを目的とする。 

６．基本テーマ

　　　　　 　　 「共生と創造」～人と自然が共生する活気あふれる島へ～
　                　「共生」…人と人、人と自然が共に生(活)きていくこと。
　                「創造｣…島民、島全体がより一層活性化されるようそれぞれが考え創出していくこと。　 

７．方 向 性 （１）40周年を景気とした小笠原の一層の振興
         　　（２）歴史・文化の再認識と発信　 
８．事業方針とテーマ
　【祝祭事業】･･･小笠原諸島返還40周年を村外に向け発信する。また、どの世代の村民も記念事業を楽しめ、
　　　　　　　　島に活気を与えるもの。
　【歴史・文化の発掘・啓発事業】･･･小笠原諸島の特異な歴史を再認識し、啓発する。
　【小笠原の魅力創出事業】･･･｢共生」・｢活性化｣の魅力を創出し、向上を図る。 




